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も含め書籍をメインに扱うサイト以外に個人が登録して車から携帯電話まで様々なものを中古で売り買いできるウェブサイトにも古本のカテゴリが設けられている。ただし、通販には古本に限らず現物が確認できな という欠点がある。古本の場合写真では書き込みの有無など本のなかの様子を確認するのは難しい。個人的には利用したことはないが、同じ書籍が複数売りに出ていて安 方を買ってみたところ印刷が薄くて読め ったという話も聞いた。おそらくこれは中古 いうよりもコピーによる質の悪い海賊版ではな かと思われる。道端でペーパーバックを立ち読みしていても古本に混じってコピー汚れが目に付くものが散見される。精巧に複製されており外見ではよくわからないが、中身をめくると違和感を覚えることがある。たとえば通常英語の書籍では標題紙裏に日本の奥付にあた 出版事項が記載されてい が、それが表ページに来ていたりする（枚数節約のために白いページを飛ばしてコピーし のだろう） 。もっとも、インドで出版されてい 書籍の場合、新刊本でも印刷がずれていたり乱丁や落丁も多いので印
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刷状態の良し悪しで海賊版かどうかを見分けるのは難しいといえる。ウェブで古本について検索すると巷にあふれる通販サイトのなかで、どこからもっとも安く快適に本が買えるかという口コミ情報に行き当たる。通販で納得のいく買い物をするのは難しいのかもしれない。●街角の書店・本を売る露店　
筆者の赴任している研究所はデ
リー大学のキャンパス内にあり、周辺には学生向け 本を扱う書店が多くみられる。看板にはカレッジ・ブックス、教科書、新刊・中古、売り・買い、など 文句がかれていて新刊も古本も一緒くたに扱われている。た ていそういう書店は間口が狭く、店内にはぎっしりと本が収納されていて 自分で棚からとるよりもカウンター
で店主にどのような本がほしいかを伝えて出してきてもらうような形が多い。デリーではジャワハルラール・ネルー大学の近くにも同様に教科書などの古本を扱う店が集中しているそうだ 生は古書市場の主要な顧客な だろう。　
店舗を構えた書店以外にもマー







もの本が表紙を出して並べらいたり、壁のように高く積み上げられていたり、または乱雑に積まれた本の山を掻き分けて掘り出し物を文字どおり掘 出さねばならなかったりと売り方も色々である。日焼けして傷んだものや びっしりと蛍光ペンで線が引いてあるうなもの、ビニールに包まれたわりときれいなものなど、状態 値段も様々である。どれでも二〇ルピーなど 明示してある場合もあれば、店主との交渉が必要な店多い。小説一キロ一〇〇ルピーどと量り売りをしていたのには驚いた。インドで暮らしていて野菜や貴金属の には慣れていたが、本までも中身よ 重さで値段が決まるとは大胆である。熱心に値切り交渉をしながらテキストを買う学生の姿が多くみられた。一九九二年発行のぼろぼろな日本語のガイドブックをみつけ参考ま
でに値段を聞いてみたが、法外な値段をふっかけられ 憤慨した。三時間ほどかけ、量り売りのヒンディー語辞書、インド神話をもとにした英語の小説、インド風ドレスやジュエリーの写真が満載のブライダル雑誌などを安く手に入れ、古本市をあとにした。●おわりに　
値切るのが苦手な筆者は一緒に








で 1.5Kg で 300 ルピー（筆者撮影）
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